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私
た
ち
が
住
む
ま
ち
の
、
土
地
や
道
路

な
ど
の
区
画
は
、
一
見
す
る
と
機
械
的
に

引
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
土

地
の
「
境
界
」
は
、
峠
や
川
な
ど
の
自
然

地
形
に
よ
る
場
合
の
ほ
か
に
、
歴
史
的
理

由
に
よ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
国
道
３
号
高
雄
交
差
点
付
近

の
筑
紫
野
・
太
宰
府
市
境
は
、
約
１
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
道
路
が
直
線
に
延

び
て
い
ま
す
（
緑
①
）。
こ
れ
は
直
線
的

に
造
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
古
代
の
「
官
道
」

が
境
界
と
し
て
残
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
代
都
市
の
「
大
宰
府
条
坊
跡
」

に
関
係
す
る
痕
跡
が
残
る
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
大
宰
府
条
坊
跡
は
、
発
掘
調
査
な

ど
か
ら
、
筑
紫
野
市
の
一
部
ま
で
含
む
広

大
な
遺
跡
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
碁
盤
の
目
状
の
区
画
が
、
現

在在
の
道
路
や
水
路
、
土
地
の
境
界
と
重
な

り
合
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。

　
太
宰
府
市
都
府
楼
南
５
丁
目
と
二
日
市

中
央
５
丁
目
が
接
す
る
箇
所
は
、
南
北
に

直
線
的
に
延
び
る
道
（
赤
①
）
が
市
境
と

な
り
ま
す
。
同
様
に
、
二
日
市
中
央
３
丁

目
と
４
丁
目
（
赤
②
）、
塔
原
東
１
丁
目

と
２
丁
目
（
赤
③
）、
塔
原
東
２
丁
目
と

４
丁
目
の
境
（
赤
④
）
に
も
曲
線
的
境
界

が
見
ら
れ
ま
す
。

　
普
段
何
気
な
く
通
る
道
が
千
数
百
年
残

る
境
界
の
名
残
で
あ
る
こ
と
を
意
識
す
る

と
、
身
の
周
り
の
景
色
も
長
い
歴
史
の
中

で
形
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
実
感
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◆
其
の
五
十
二

土と

地ち

の
境き

ょ
う

界か
い

の
持も

つ
歴れ

き

史し

性せ
い

問
い
合
わ
せ
先
／
文
化
財
課

■５月連休のごみ収集の休み　５月３日㈰夜の持ち出し～５月５日㈫夜の持ち出し
■クリーンヒル宝満の休み　５月３日㈰～５月５日㈫　※日曜日は年間を通して休み。
■し 尿 収 集 の 休 み　５月２日㈯～５月６日㈬
●問い合わせ先　環境課

①

塔
原
東(

二)

二日市中央(四)

塔
原
東(

四)

塔原東(一)

二
日
市
中
央(

五)

都
府
楼
南(

五)

二日市中央(三)

①
②

③④

: 条坊の区画
: 官道

大宰府条坊大宰府条坊


